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3.旭川の現状と課題 1 

3.1 治水に関する現状と課題 2 

3.1.1 大臣管理区間の現状 3 

(1)洪水・内水氾濫・高潮に弱い地形特性 4 

旭川・百間川の下流部は、江戸時代に水田不足を補う目的で行われた新田開5 

発により、児島湾を干拓して新たに造成されたという歴史的な経緯があります。 6 

干拓地として造成された旭川・百間川7 

の下流部にはゼロメートル地帯の低平地8 

が広がり、人口・資産が集中しています。 9 

そのため、洪水や高潮により一度堤防10 

が決壊すると、甚大な被害が発生するお11 

それがあります。 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

 24 

 25 

また、低平地であることにより倉安川
くらやすがわ

26 

沿川では、平成 10 年 10 月洪水(台風第27 

10 号)、平成 16 年８月洪水(台風第 16 号)28 

等、近年でも内水氾濫が生じています。 29 

このため、関係機関と協力し、倉安川30 

沿川及びその周辺の内水被害軽減を目31 

的として、ハード対策(排水機場の増設、32 

倉安川の河川改修、流域対策施設の整備33 

など)と岡山市、岡山県及び地域住民が34 

連携したソフト対策を重層的かつ段階35 

的に実施する「旭川総合内水対策計画」36 

を平成 22 年３月に策定し、対策を実施37 

しています。 38 

 39 *計画規模：洪水防御に関する計画の基本となる年超過確率 1/150（毎年、1 年間にその規模を超える

降雨が発生する確率が 1/150（0.7％）)の降雨に伴う洪水。
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図 3.1.2 旭川水系洪水浸水想定区域図(計画規模＊)と岡山市街地の横断図
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図 3.1.3 過去の主要洪水における内水浸水
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：岡山市所管排水機場 （昭和51年以前）
：S47.7洪水による内水浸水区域
：S51.9洪水による内水浸水区域

：国土交通省所管排水機場(昭和52年以後）
：岡山市所管排水機場（昭和52年以後）
：H10.10洪水による内水浸水区域
：H16.9洪水による内水浸水区域
：H18.6洪水による内水浸水区域

凡例
：岡山市所管排水機場 （昭和51年以前）
：S47.7洪水による内水浸水区域
：S51.9洪水による内水浸水区域

：国土交通省所管排水機場(昭和52年以後）
：岡山市所管排水機場（昭和52年以後）
：H10.10洪水による内水浸水区域
：H16.9洪水による内水浸水区域
：H18.6洪水による内水浸水区域

凡例

H16.8 洪水による内水浸水区域
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～ 歴史的な経緯 ～ 1 

・中世以前から藩政時代まで 2 
中世以前の旭川は、龍

たつ

ノ
の

口山
くちやま

の西麓から数条に分かれて児島湾に注いでいました。中世末期の海岸線は操山
みさおやま

の3 
南麓のあたりであり、それ以南は江戸時代に入ってから干拓された人工平野となっています。旭川の送流土砂によっ4 
て形成された平地部分は旭川下流域の３分の１程度です。 5 

現在の旭川の姿になったのは、宇喜多
う き た

秀家
ひでいえ

（1573～1655 年）が天正 18 年（1590 年）から８年がかりで岡山城6 
の大改築を行い、城の防御のために流路を城の北面に衝突させ、東側から南側へと城を囲むように大きく蛇行させ7 
て付け替えたものです。この不自然な流路の付け替えが出水の際には狭窄部となり、また上流の美作で行われてい8 
た砂鉄採取による「かんな流し」に伴い、多くの土砂が流下し、河床の上昇と相まって城下は幾度となく洪水被害に9 
見舞われることになりました。 10 

このため、池田藩に仕えていた陽明学者の熊沢蕃山
くまざわばんざん

（1619～1691 年）が治水対策として「川除けの法」を立案11 
し、その後を引き継いだ津田

つ だ

永
なが

忠
ただ

（1640～1707 年）により、百間川がほぼ現在の位置に整備されることとなりまし12 
た。 13 
・百間川の築造 14 

寛文９年（1669 年）、津田
つ だ

永
なが

忠
ただ

は熊沢蕃
くまざわばん

山
ざん

創案によるものと断った上で「竹田の堤防筋に龍
たつ

ノ
の

口山
くちやま

の麓から大荒15 
手を設け、旭川の洪水が岡山城下に侵入しそうなときは、この荒手から洪水を越流させる」工事の計画を立て、荒手16 
の高さは「京橋の雁木４段が見える水位からさらに３尺増水したときに、洪水が荒手を越流する」ように設計されまし17 
た。築堤工事は寛文 10 年（1670 年）に行われ、わずか３ヶ月で完成しています。 18 

その後、美作
みまさか

の砂鉄採取による流出土砂が堆積し、岡山城下が洪水に見舞われたため、土木技術者坂田
さ か た

与
よ

19 
七郎
しちろう

と近藤七
こんどうしち

助
すけ

は、貞享３年（1686 年）に寛文期の荒手を大改修と三段方式の荒手を築き直し、現在に至ってい20 
ます。 21 

 22 

 23 

 24 

 25 

 26 

 27 

 28 

 29 

 30 

 31 

 32 

 33 

 34 

 35 

36 

旭川流路の変遷 

江戸時代の旭川の流れ 

出典：百間川小史 

江戸時代の旭川の流れ 

この不自然な流路の付替により、水

衝部の石関
い し ぜき

付近は出水の際、激流

に洗われることとなった。 

出展：備前国岡山城絵図 池田家
文庫、岡山大学附属図書館所蔵

貞享の百間川工事の復元 

出典：百間川小史 

水部 荒手 旧山陽道

ｲ

ﾛ

ﾊ

ﾆ

水部 荒手 旧山陽道

ｲ

ﾛ

ﾊ

ﾆ

出典：百間川小史 

旧堤 
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(2)河道の地形的、歴史的な特性 1 

本計画では、以下の地区分割とします。 2 

・旭川下流地区（百間川分流部～河口） 3 

・旭川中流地区（大臣管理区間上流端～百間川分流部） 4 

・百間川（分流部～河口） 5 

・分流部（旭川・百間川分流地点） 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

 24 

 25 

1)旭川下流地区 26 

旭川下流地区は、古くから城下町として市街27 

地が形成され、直轄改修以前に整備された護岸28 

の上に家屋等が建ち並び、現在に至っています。 29 

市街地から河口に向かって、舟運のための河30 

道掘削やケレップ水制による水深確保対策が早31 

くから行われていました。ケレップ水制は現在32 

も旭川の水深維持の役割を果たしています。 33 

また、河畔には、国指定重要文化財である岡34 

山城や河道内の中州には日本三名園の一つであ35 

る特別名勝の岡山後楽園が位置しています。 36 

 37 

 38 

 39 

 40 

ケレップ

水制群

（19 基）

近年まで航路

として利用さ

れ水深が維持

図 3.1.4 旭川水系河川整備計画（大臣管理区間）の地区分割 
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～ ケレップ水制 ～ 1 
旭川のケレップ水制はオランダ人土木技師ムルデルがその必要性を訴え 2 

明治 14 年に伝えられた工法で、旭川下流地区に昭和９年から同 19 年にか 3 
けて、航路の安定確保のために設置されました。 4 

構造はＴ型構造の玉石積みの石水制で大きな損傷もなく 19 基が現存して 5 
おり、現在もその機能を果たし水深維持に効果を発揮しています。 6 

原形を保ったケレップ水制は、全国的にも珍しく「岡山県の近代化遺産」に 7 
登録されている貴重な施設です。 8 
 9 
 10 
 11 
 12 
 13 
 14 
 15 
 16 
 17 
 18 
 19 

 20 

2)旭川中流地区 21 

旭川中流地区は、道路整備に伴う堤防拡幅等22 

を含め堤防整備は完了しています。一方、河道23 

内には、農業用水の取水を目的とした古くから24 

の固定堰が多く存在するとともに、土砂堆積や25 

樹林化が進行しています。 26 

 27 

3)百間川 28 

百間川は、江戸時代より城下を守る29 

ために田園地帯を掘削・築堤すること30 

により築造された放水路です。そのた31 

め、旭川下流地区に比べて勾配は緩や32 

かで延長も長くなっており、旭川本川33 

が分担する流量に対して百間川の分担34 

する流量は小さくなっています。 35 

堤防は完成しており、近年は沿川の36 

市街化が進み、河川敷等は市民の憩い37 

の場として広く利用されています。 38 

  39 

 40 

 41 

 42 

合同堰

カゴ井手堰

中井手堰

清水堰
明星堰

六挺樋堰

河道内に多く存在する固定堰

2.2k 
6.6k

ケレップ水制

旭川のケレップ水制位置図 

旭川のケレップ水制

改修前

現在

市街化が進む沿川と

高度な高水敷利用

田園地帯を開削・築堤し放水路を

築造 
築堤は完成
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 1 

 2 

 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

～ 埋蔵文化財 ～ 22 
旭川や百間川では、埋蔵文化財包蔵地

ほ う ぞ う ち

*が広範囲に存在しており、実際に百間川の河川整備に先立って縄文時23 
代後期から中世までの遺跡が４箇所発掘され、その中でも沢田

さ わ だ

遺跡では弥生時代の環濠
かんごう

集落
しゅうらく

**が見つかるなど、24 
当時の社会の成り立ちを考える上で貴重な遺跡となっています。 25 

  26 

 27 

 28 

 29 

 30 

 31 

 32 

 33 

 34 

 35 

36 

  
HWL 

百間川12.6k 

百間川の川幅は旭川と同程度であるが、

高水敷は公園等により広く利用されてお

り、断面積が小さい 

旭川11.0k 

  
 

HWL 

川幅：約200m 

川幅：約200m 

図 3.1.5 旭川と百間川の地形的特徴 

沢田遺跡の発掘状況 

出典：「百間川の遺跡群」パンフレット 

*埋蔵文化財包蔵地： 
埋蔵文化財の存在が知られている土地。 
**環濠集落： 
外敵に備えて深い堀で周りを囲った集落。 
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4)分流部 1 

旭川から百間川への分流部には、江戸時代に造られた一の荒手及びその下流2 

には二の荒手の一部が残されており、現在も旭川から百間川へ洪水を分流する3 

機能を担っています。 4 

分流部は、旭川から百間川へ分流を開始する地点（中原水位観測所）の水位5 

が 6.5m を越えると百間川へ分流を開始し、旭川の洪水流量のうち一定の量を百6 

間川に分流し安全に流下させることで、旭川下流地区の岡山市街地を洪水被害7 

から守ることを基本的な考え方としています。 8 

令和元年には、一の荒手「亀の甲」の保全活用等を考慮した切り下げ等、分9 

流部の一連の事業が完成し、百間川に適切な分流が図れるようになっています。 10 

近年では平成 10 年 10 月洪水(台風第 10 号)、平成 16 年 10 月洪水(台風第 2311 

号)、平成 18 年７月豪雨、平成 23 年９月洪水(台風第 12 号)及び平成 30 年７月12 

豪雨で分流しており、概ね５年に１回の頻度で百間川へ分流しています。 13 

このうち、平成 10 年 10 月洪水(台風第 10 号)では、一の荒手と二の荒手の一14 

部が損壊したため復旧を行いました。 15 

また、平成 15 年に地域住民・市民団体の代表者、漁業関係者、行政関係者及16 

び河川管理者等により、歴史的治水機能の継承やすぐれた自然環境の適切な保17 

全、分流部を取り巻く現状を踏まえた適切な整備・管理及び分流部周辺の利活18 

用方策等について検討する「百間川分流部周辺有効活用方策検討協議会」（会19 

長：名合宏之 岡山大学名誉教授）が開催され、平成 21 年に以下の５つの提言20 

がされています。 21 

 22 

・提言１ 一の荒手「亀の甲」の保全活用 23 

・提言２ 二の荒手保全活用 24 

・提言３ 分流部の空間利用 25 

・提言４ 今在家河川防災ステーション 26 

・提言５ 百間川の堤防補強 27 

 28 

 29 

 30 

 31 

 32 

 33 

 34 

 35 

 36 

 37 

 38 

 39 

 40 

二の荒手 
越流状況 

旭川 

百間川 

一の荒手 
越流状況 

二の荒手被災状況 
一の荒手被災状況 

平成10年10月洪水による百間川への分流状況と一の荒手・二の荒手の被災状況 

分流部の改築イメージ図 
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～ 分流部 ～ 1 
百間川分流部は、江戸時代に岡山城下の洪水被害 2 

軽減等を目的に熊沢蕃山
く ま ざ わ ば ん ざ ん

が越流堤と放水路を組み 3 
合わせた「川除けの法」を考案し、津田

つ だ

永
なが

忠
ただ

により旭川 4 
下流部左岸から分流する百間川が築造され、貞亨三年 5 
（1686 年）に完成したと伝えられています。 6 

百間川への分流のための越流堤である「一の荒手」、 7 
「二の荒手」は歴史的に重要であるだけでなく、現在も分 8 
流機能の一部を担っています。 9 
 10 
・川除けの法 11 

一定量を超えた旭川の水を荒手堤を越えて百間川側 12 
へ流出させ、岡山城下を洪水から守る方法。 13 

三段（３ヶ所）の荒手により水勢を弱めながら旭川のはん 14 
濫を下流に越流・放水させるもので、その放水路が現在の 15 
百間川となっています。なお、三の荒手は洪水により流失し、 16 
現在は残っていません。 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

～平成 30 年７月豪雨の百間川(旭川放水路)の効果～ 23 

 平成 30 年７月豪雨において百間川に分派することにより、旭川の水位を低減させました。 24 

 25 

 26 

 27 

 28 

 29 

 30 

 31 

 32 

 33 

 34 

 35 

 36 

 37 

 38 

 39 

 40 

【計画流量流下時の旭川の計算水位】
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旭川 

百間川(旭川放水路)の有無による効果【平成 30 年７月豪雨】 

浸
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世
帯
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浸水被害なし

最大で分流前約 4,200m
3

/s のうち、

約 1,200m
3

/s を百間川へ分流 
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3.1.2 近年の豪雨で明らかとなった課題 1 

これまで、国土交通省では、平成 27 年９月関東・東北豪雨による鬼怒川の堤2 

防決壊で、逃げ遅れによる多数の孤立者が発生したことを受け、河川管理者をは3 

じめとする行政や住民等の各主体が「施設の能力には限界があり、施設では防ぎ4 

きれない大洪水は必ず発生するもの」へと意識を改革し、社会全体で洪水氾濫に5 

備える「水防災意識社会」を再構築する取組を進めてきました。 6 

平成 28 年８月には北海道や東北地方を相次いで台風が襲い、東北地方の県管7 

理河川の氾濫被害で要配慮者利用施設の入居者が逃げ遅れにより犠牲になられ8 

たことを受け、平成 29 年５月に水防法等を改正し、河川管理者・都道府県・市9 

町村等で構成し減災に向けた目標の共有や対策の推進に取り組む協議会制度を10 

法定化等するとともに、同年６月には概ね５年間で実施する各種取組の方向性11 

や進め方等を「『水防災意識社会』の再構築に向けた緊急行動計画」（以下「緊12 

急行動計画」という。）としてとりまとめ、都道府県が管理する中小河川も含め13 

た全国の河川における「水防災意識社会」を再構築する取組を加速させました。 14 

このような中、平成 30 年７月豪雨や平成 30 年台風第 21 号等では、これまで15 

に整備した堤防、ダム、砂防堰堤、防潮水門等が確実に効果を発揮し被害を防止・16 

軽減した一方で、長時間にわたる大雨による水害・土砂災害の複合的な発生や、17 

社会経済活動に影響を及ぼす広域的な被害の発生、ハザードマップ等のリスク情18 

報が住民の避難につながっていない等の課題が明らかとなりました。 19 

これらの課題への対応として、洪水氾濫や内水氾濫、土石流等の複合的な発生20 

等に対応する「事前防災ハード対策」や、発災時の応急的な退避場所の確保等の21 

「避難確保ハード対策」、地区単位の個人の避難計画作成をはじめとする「住民22 

主体のソフト対策」を推進するため、「緊急行動計画」を改定し、大規模氾濫減23 

災協議会の場を活かし、行政以外も含めた様々な関係者で多層的かつ一体的に推24 

進することで、「水防災意識社会」の再構築をさらに加速させる必要があります。 25 

 26 

 27 

 28 

 29 

 30 

 31 

 32 

 33 

 34 

 35 

 36 

 37 

 38 

 39 

 40 
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3.1.3 気候変動の影響による課題 1 

近年、我が国においては、時間雨量 50mm を超える短時間強雨や総雨量が数百2 

mm から千 mm を超えるような大雨が発生し、全国各地で毎年のように甚大な水3 

害が発生しています。 4 

今後さらに、地球温暖化に伴う気候変動の影響により、大雨や短時間強雨の5 

発生頻度、大雨による降水量などが増大することが予想されています。また、6 

平成 30 年７月豪雨においては、気象庁が初めて個別事象について、その背景要7 

因として気候変動の影響に言及したところです。 8 

このように、施設の能力を上回る外力（災害の原因となる豪雨、洪水等の自9 

然現象）による水災害が発生する懸念が高まっているため、気候変動に伴う水10 

災害の頻発化・激甚化など、様々な事象を想定し、対策を進めていくことが必11 

要となっています。 12 

13 
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 1 

 2 

 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

 24 

 25 

 26 

 27 

 28 

 29 

 30 

 31 

※折れ線は５年移動平均、直線は期間にわたる変化傾向を示す。 

     出典：気候変動監視レポート 2017 平成 30 年７月気象庁  

図 3.1.6 日本における近年の降雨の状況 

時間雨量 50mm を超える短時間強雨の発生件数が増加（約 30 年前の約 1.4 倍）

日降水量 1.0mm 以上の年間日数は 100 年間で約 9.7％減少 

出典：「気象庁ウェブサイト」より作成 

日降水量 1.0mm 以上の年間日数の経年変化[51 地点平均] 
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3.1.4 河道の整備状況 1 

これまで、旭川及び百間川において河川整備を進めてきましたが、未だ計画2 

高水流量に対して流下能力が不足しており、浸水被害が発生するおそれがあり3 

ます。 4 

 5 

(1)旭川の河道整備状況 6 

1)旭川下流地区 7 

旭川下流地区の河道は、一部堤防の高さや堤防断面が不足している地区があ8 

ります。また、古くから河川利用が盛んで、石積みの堤防沿いに民家が建ち並9 

んでいるため、特に市街区間において堤防整備が遅れています。近接して都市10 

計画道路整備の計画等もあることから河川事業単独での堤防整備は現実的では11 

なく、都市計画、まちづくり計画と一体となった整備が必要です。 12 

二日市
ふ つ か い ち

地区は河岸に家屋が建ち並び、当該地区の計画高水流量(4,000m3/s)に13 

対して現状の流下能力は約半分（2,000m3/s）以下となっています。流下能力が14 

低い原因は、堤防未整備（無堤）によるものです。近年では平成 10 年 10 月洪15 

水(台風第 10 号)、平成 23 年９月洪水(台風第 12 号)において、家屋浸水被害が16 

発生しました。 17 

出石
い ず し

地区には、一部約 80m の区間で河岸に住居・工場が近接している堤防未18 

整備箇所（無堤箇所）があります。堤防沿いに都市計画道路の計画があり、関19 

係機関と調整を行い河川整備を進める必要があります。 20 

 21 

 22 

 23 

 24 

 25 

 26 

 27 

 28 

 29 

 30 
 31 

また、東西中島
とうざいなかしま

地区は、岡山市の都市計画公園として都市計画決定されてい32 

ます。本地区は中州地形で地盤高が若干低いため、平成 10 年 10 月洪水(台風第33 

10 号)、平成 23 年９月洪水(台風第 12 号)及び平成 30 年７月豪雨により浸水被34 

害が発生しています。 35 

 36 

 37 

 38 

 39 

 40 

二日市地区 

平成23年9月洪水の状況 

出石地区 

平成10年10月洪水の状況 
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 1 

 2 

 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

 24 

 25 

 26 

 27 

 28 

 29 

 30 

 31 

 32 

 33 

 34 

2)旭川中流地区 35 

旭川中流地区の河道は、堤防整備は完了しています。 36 

しかし、古くからの取水堰等を要因とした土砂堆積と樹木繁茂が進んでおり、37 

河積が不足しているため計画高水流量(6,000m3/s)に対して流下能力が不足し38 

ています。 39 

40 

～ 東西中島地区の都市計画決定の状況 ～
・ 東西中島地区は、昭和 23 年５月に岡山市の都市計画公園として都市計画決定されています。 

・ 東西中島地区は、近隣商業地域として用途地域指定されています。 

 

東中島地区(東側) 

平成 30 年７月降雨時の想定水位 
京橋 

西中島地区(西側) 

東西中島地区の用途地域指定の状況 

（令和元年５月現在） 

出典：岡山市ウェブサイト 

東西中島地区の都市計画施設 

（令和元年５月現在） 
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 1 

 2 

 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

図 3.1.7 旭川の現在の整備状況 24 

※令和元年５月末時点 25 

 26 

 27 

28 
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― 東西中島地区の流下能力  
  ※旭川右岸には西中島の流下能力、旭川左岸には東中島の流下能力を記載
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(2)百間川の河道整備状況 1 

百間川の河道は、昭和 49 年に築堤等の本格的な百間川改修に着手した一連の2 

事業（百間川河口水門の増築や分流部の改築、築堤や河道掘削）が令和元年に3 

完成し、計画高水流量が流下可能です。 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

 24 

 25 

 26 

 27 

 28 

 29 

 30 

 31 

 32 

 33 

 34 
図3.1.8 百間川の現在の整備状況 35 

 ※令和元年５月末時点 36 
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3.1.5 堤防の浸透に対する安全性の状況 1 

旭川中流地区の堤防は、過去に河川敷や遊水地で2 
あったところに、近くの河床材料を利用して築造さ3 
れたものがほとんどで、堤体や基盤の透水性が高く4 
なっています。このため堤防内に水の通り道が形成5 
されやすく、漏水が発生して堤防材料等が洗い流さ6 
れ、通り道が拡大し、堤防の決壊につながるおそれ7 
があります。 8 

また、雨水や河川水の浸透により堤防の強度が低9 

下し、すべり破壊が生じるおそれがあります。 10 

このため、旭川の大臣管理区間 42.9kmにおいて、11 

浸透に対する堤防の安全性に関する堤防詳細点検12 

を平成 21 年度末までに完了しました。これを受け13 

て平成 24 年３月までに、堤防詳細点検の結果漏水14 

や浸透に対して安全性が不足していた区間の対策15 

を全て完了しました。 16 

 17 

表 3.1.1 堤防の詳細点検の実施状況(平成 23 年度末現在) 18 

河川名 
堤防詳細 
点検延長 

実施状況と要対策延長 
備 考 

要対策延長 対策済延長 
対策済延長 
/要対策延長 

旭川 
百間川 

42.9km 42.9km 42.9km 100％  

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

 24 

 25 

 26 

 27 

 28 
 29 
 30 
 31 
 32 
 33 
 34 
 35 
 36 

図 3.1.9 堤防詳細点検の結果(平成23年度末現在) 37 
 38 

平成10年10月洪水時の堤体漏水
旭川左岸15k400付近 

平成10年10月洪水時の基盤漏水 
旭川16k400付近 

50 0 50 10 15

高潮区間

0km～2km

高潮区間については、別途、高潮に対する
検討が必要です。 

凡例（浸透による堤防の安全性） 

：安全性調査基準以上 

：対策完了区間 

注：色の無い箇所は居住地側が計画
高水位より高い場合や山等で、
調査の必要がない区間 

旭

川

旭 

川

百
間
川

平成 24 年３月現在



3.旭川の現状と課題 

 

 31

3.1.6 高潮対策の状況 1 

旭川の河口部は、干拓等によって形成されたゼロメートル地帯となる低平地2 

が広がり、堤防も低かったことから、過去にも高潮被害を受けてきました。平3 

成 16 年８月の台風第 16 号では既往最高潮位(T.P.+2.632m)を記録し、河口部で4 

浸水被害が発生しました。このため、台風第 16 号の高潮を契機に高潮計画の見5 

直しを行い整備を進めており、平成 27 年６月に右岸の高潮堤防が完成しました。 6 

左岸の一部堤防は、高潮時の越水や越波を防御するための高さ＊や堤防断面が7 

不足しています。 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

 24 

 25 

 26 

 27 

 28 

 29 

 30 

 31 

 32 

 33 

 34 

 35 

 36 

 37 

 38 

 39 

 40 

計画高潮位(TP+2.95m)打上高＋余裕高
1.25m

1k400 

平成 16年８月台風第16号に
おける浸水状況 

大臣管理区間 

0.0k

0.0k

1.0k

1.0k

2.0k

2.0k

高潮対策区間 

図3.1.10 旭川河口部平面図 

計画高潮堤防高 T.P.+4.20m 

計画高潮位 T.P.+2.95m 

平成16年８月台風第16号時の越波状況

江並地先浸水状況 左岸0.2km付近

*高潮時の越水や越波を防御するための高さ： 

既往最高潮位を記録した平成 16年８月の台風第16号を契機に見直しを行った高潮計画で想定して

いる規模の高潮のこと。計画高潮位 T.P.+2.95m（朔望平均満潮位＋計画偏差）、計画高潮堤防高

T.P.+4.20m（計画高潮位＋打上高＋余裕高）として計画している。 

図3.1.11 高潮堤防断面の状況 

.. 
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3.1.7 大規模地震への対応状況 1 

平成 23 年３月 11 日には、東日本大震災（東北地方太平洋沖地震)が発生し、2 

日本の地震観測史上最大となるマグニチュード 9.2、宮城県栗原市では震度７3 

を観測するとともに、巨大な津波が発生し、各地の河口周辺の河川管理施設を4 

はじめとする公共土木施設に甚大な被害を与えました。 5 

この中には堤防機能を失するような大規模な被災もあり、基盤の液状化、堤6 

体の液状化による被災が多数発生しています。 7 

「南海トラフの巨大地震モデル検討8 

会」においては、旭川流域に大きな影響9 

をおよぼす可能性のある太平洋側のプレ10 

ート境界型地震は、東海・東南海・南海11 

地震であり、今世紀前半に発生する可能12 

性が高いと指摘されています。 13 

旭川・百間川下流部一体は、液状化の14 

危険度を示したマップで液状化の可能性15 

大と判定され、軟弱な地盤上に堤防が築16 

かれているため、地盤の液状化等により17 

堤防等河川管理施設の機能が損なわれる18 

おそれがあります。 19 

また、旭川・百間川の下流部は干拓地であり、特に地盤が低いため、津波ハ20 

ザードマップでも２ｍを越える浸水深となっており、地元では自主的に地震・21 

津波に対する防災訓練も行われています。 22 

平成 26年３月には、国土交通省の中国地方支分部局等により「国土交通省 南23 

海トラフ巨大地震対策 中国ブロック 地域対策計画 第１版」が作成され、24 

南海トラフ巨大地震による国家的な危機に備えるべく、地域の実情や被害想定25 

等を踏まえた具体的かつ実践的な対策がとりまとめられています。 26 

 27 

 28 

 29 

 30 

 31 

 32 

 33 

 34 

 35 

36 

出典：中央防災会議資料

図3.1.12 
東海地震と東南海・南海地震について

出典：岡山県ウェブサイト 

図3.1.14  

岡山県液状化危険予測図

出典：岡山県ウェブサイト 

図3.1.13  

岡山県地震分布図 

出典：岡山県ウェブサイト 

図3.1.15 

津波による浸水想定エリア
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 1 

 2 

 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

3.1.8 既設ダムの洪水調節効果 23 

旭川には、中流部に旭川ダム(昭和 29 年完成)、上流部に湯原ダム(昭和 30 年24 

完成)があり、両ダムによる洪水調節は大臣管理区間の水位低減にも効果を発揮25 

しています。 26 

しかし、現在の両ダムの洪水調節容量では、旭川水系河川整備基本方針に定27 

めた計画規模の洪水が発生した場合、洪水調節後の基準地点下牧の流量を計画28 

高水流量である 6,000m3/s にまで、低下させることはできません。 29 

また、平成 30 年７月豪雨において、岡山県が管理する旭川ダム、湯原ダムで30 

洪水調節が実施され、下流の流量を低減させましたが、長時間にわたる大量の31 

降雨により、旭川ダムでは洪水調節容量の８割近くを使用しました。 32 

 33 

 34 

 35 

 36 

 37 

 38 

 39 

 40 

平成23年３月11日巨大津波襲来（宮城県石巻市） 堤防沈下の事例（阿武隈川坂津田地区）

湯原ダム（管理者：岡山県） 旭川ダム（管理者：岡山県）

～ 昭和南海地震 ～
 
・昭和21年12月の南海地震により、岡山県では南部を中心に、死者214名、被災家屋3,903戸の甚大な被害が発生しま 

した。岡山市南部は旭川による沖積層と干拓・埋立地で形成された軟弱な地盤上に堤防等の河川管理施設が設置され 

ています。そのため、地震に伴う長時間の強い揺れのために、堤体や地盤が液状化し、堤防等の河川管理施設に崩壊が 

生じる可能性があります。 

折れ曲がった線路と倒れた列車
亀裂の入った堤防道路

（旧三蟠
さ ん ばん

村付近） 
出典：岡山県南部における南海地震の記録（岡山県備前県民局 平成 19 年５月） 

 項　　目 内　　　容

発生日時 昭和21年12月21日 04:19

震　　源 和歌山県南岬沖

マグニチュード 8.0

震　　度 4～6（岡山県南部）

※操
そ う

陽
よ う

村史（現岡山市）では、強震はしばらく（約 10

分間）つづきすべてが揺れ動いたと残されています。 

提供：東北地方整備局 

江合川

提供：（社）東北建設協会 
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3.1.9 近年の豪雨災害を踏まえた対応 1 

平成 24 年７月の九州の豪雨災害等を踏まえて全国的に堤防の緊急点検が行2 

われ、旭川においても、被災履歴やこれまでの堤防詳細点検結果等の既存デー3 

タを活用しつつ再確認し、堤防の浸透に対する安全性が不足する箇所、流下能4 

力が不足する箇所、水衝部等の侵食に対する安全性が不足する箇所を「対策が5 

必要な区間」として公表しました。その後、平成 27 年９月関東・東北豪雨を6 

契機に、上下流バランスや背後地の状況等を勘案のうえ、改めて、概ね５年間7 

で優先的に整備が必要な区間を設定し、対策を実施しています。 8 

 9 

表 3.1.2 優先的に整備が必要な区間（令和元年５月末時点）(単位：km) 10 

河川名 

内訳 

堤防の浸透に対する安全性 流下能力 

不足対策 
浸食対策 

浸透対策 パイピング対策 

旭川水系 － 2.72【2.98】 0.30【2.61】 － 

※裸書が対策済み延長、【】書きが計画延長 11 

 12 

 13 
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( )：年総流出量に占める年取水量の割合 

3.2 利水に関する現状と課題 1 

3.2.1 流況 2 

旭川水系河川整備基本方針で定められた流水の正常な機能を維持するための3 

必要な流量*（基準地点牧山：かんがい期概ね 26 m3/s、非かんがい期概ね 13 m3/s）4 

に対して、近年では概ね確保されています。 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

図 3.2.1 基準地点牧山における流況の経年変化 22 

 23 

 24 

 25 

 26 

3.2.2 河川水の利用 27 

(1)利水状況 28 

旭川の大臣管理区間で取水される流29 

水は、農業用水として旭川合同堰等か30 

ら約 2,600ha におよぶ農地に利用され31 

ているほか、岡山市等の水道用水や工32 

業用水に利用されています。 33 

河川流量に対する水利用率*について34 

は、旭川は 26％と岡山県内の一級水系35 

の中では高梁川に次いで高く、多くの36 

取水が行われていることが特徴です。 37 

 38 

 39 

 40 

41 

0

5

10

15

20

25

(日羽) (牧山) (津瀬)

高梁川 旭川 吉井川

河川名(流量観測所)

年総流出量

年取水量(水利権量)

* 流水の正常な機能を維持するための必要な流量： 
渇水時において維持すべきであるとして定められた流量とかんがい用水等の水利権量のために必要な

流量を満足するように、支川の流入量や取排水量等の実態を踏まえ設定した流量のこと。 

* 水利用率： 

年総流出量に対する年取水量（水利権量）の割合のこと。年総流出量は、代表観測所を流下した１年

分の実績流量(平成 20年～平成 29年の平均)のこと。年取水量は、代表観測所下流の取水量(水利権量

による)のこと。 

図 3.2.2 岡山県内の一級水系の水利用率 
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(2)渇水状況 1 

旭川水系における近年の渇水は、平成６年、平成 14 年に発生し、両年ともに2 

取水制限を伴う渇水被害となりました。 3 

全国的に渇水被害が発生した平成６年は、旭川水系内の取水制限が８月 17 日4 

から９月 30 日までの 45 日間に達し、最大取水制限率は上水道で 20％、工業用5 

水で 30％、農業用水で 50％の取水制限を実施しました。この時、岡山市におい6 

ては明治 38 年の水道開業以来初めての減圧給水を実施したほか、岡山駅前や7 

西川
にしがわ

緑
りょく

道
どう

の噴水の全面停止、県営プールの休業、水稲・もも・ブドウなどの農8 

作物にも大きな被害が生じました。また、宇甘川流域の吉備
き び

中央町
ちゅうおうちょう

(旧賀
か

陽町
ようちょう

)9 

と備中川流域の真庭市(旧北房町
ほくぼうちょう

)の簡易水道において断水被害が発生しました。 10 

平成 17 年は、７月４日から 10 日までの11 

間、取水制限を実施する予定でしたが、ま12 

とまった降雨により水不足は解消され、取13 

水制限には至っていません。 14 

このように、渇水となった場合は、流域15 

の人々の生活の利便性が損なわれるととも16 

に、産業活動や農作物の収穫量にも大きな17 

影響をおよぼし、多大な経済的損失が発生18 

します。また、河川に生息・生育する動植19 

物への影響も懸念されます。 20 

 21 

(3)渇水への対応 22 

旭川水系では安定的、継続的な水供給を可能にするため、河川管理者と利水者23 

の間で河川情報、水利用情報等の共有化及び水利用の調整を図る場として「旭川24 

水系水利用協議会」が組織されています。少雨やダム貯水量の低下により渇水が25 

生じるおそれがある場合は、渇水による被害を最小限に抑えるように関係機関と26 

河川情報の共有を行い、各利水者は自主的に協議を行っています。更に、渇水状27 

況が進み異常渇水になった場合には、「渇水調整会議」を招集し、湯原ダムと旭28 

川ダムの統合運用に移行し、取水制限の協議調整を行っています。また、渇水時29 

には岡山河川事務所に「渇水対策支部」を設置し、ダム貯水量、取水状況等の情30 

報収集及び河川情報等の提供等を行っています。 31 

 32 

 33 

 34 

 35 

 36 

 37 

 38 

39 

表 3.2.1 岡山河川事務所ウェブサイトによるダム貯水量情報の提供の例 

湯原ダムの貯水状況(平成6年) 

ウェブサイト http://www.cgr.mlit.go.jp/okakawa/ 

常時満水位 
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3.3 河川環境に関する現状と課題 1 

3.3.1 自然環境の現状と課題 2 

(1)動植物の生息・生育・繁殖環境の現状 3 

旭川及び百間川の大臣管理区間におい4 

て「河川水辺の国勢調査」で確認されて5 

いる動植物の種数は 2,108 種にのぼりま6 

す。 7 

 8 

1)旭川下流地区（感潮区間*） 9 

旭川下流地区の新堰から下流は感10 

潮区間であり海水と淡水が混ざる汽11 

水域となっており、主に水際にはヨ12 

シ群落が分布し、河口付近ではマハ13 

ゼやボラなどの汽水性の魚類が生息14 

しています。また、冬季には低水路15 

がオナガガモやヒドリガモに代表さ16 

れるカモ類の集団越冬地として利用17 

されています。 18 

旭川下流地区のケレップ水制周辺19 

には、干潟とヨシ原が広がり、干潟20 

にはオカミミガイ等の貝類が生息し、21 

夏季にはオオヨシキリが飛来します。22 

その他、ヨシ原には全国的に個体数23 

の減少が著しい陸上昆虫のヨドシロ24 

ヘリハンミョウがみられるなど、多25 

様な生物の生息・生育・繁殖環境と26 

なっています。 27 

 28 

 29 

 30 

 31 

 32 

 33 

 34 

 35 

 36 

 37 

 38 

 39 

40 

分類群 確認種数 

植 物 489 種(平成 28年度) 

哺 乳 類 12 種(平成 30年度) 

鳥 類 79 種(平成 25年度) 

爬 虫 類 9 種(平成 30 年度) 

両 生 類 8 種(平成 30 年度) 

魚 類 74 種(平成 26年度) 

陸上昆虫類 1,161 種(平成 23年度) 

底 生 動 物 276 種(平成 27年度) 

平成 23年度～平成 30年度「河川水辺の国勢調査」より 

 

ヨシ原でみられる 
オオヨシキリ 

環 RL ：指定なし 
県 RDB：留意 

 

ヨシ原に生息する 
ヨドシロヘリハンミョウ 
環 RL ：絶滅危惧Ⅱ類(VU) 
県 RDB：絶滅危惧Ⅰ類 

 

 
   

ケレップ水制とヨシ原 

表 3.3.1 旭川水系で確認している動植物の種類 

* 感潮区間： 

河川の中下流部において、河川の水位や流速が

潮汐の影響を受けて変動する区間のこと。 
図 3.3.1 旭川（大臣管理区間）の地区分割 
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2)旭川中流地区 1 

旭川中流地区には湧水・ワンドがあり、中洲にはヤナギ林、水際にはムクノキ2 

-エノキ群落や竹林等の河畔林がみられます。魚類は流水部でオイカワやアユ等3 

が、淵や湛水域ではカネヒラ、ミナミメダカ等がみられ、浮き石状態の瀬はアユ4 

が産卵場として利用しています。また、水際植生の周辺にはオヤニラミが生息し5 

ています。湧水のあるワンドには、グンバイトンボやハグロトンボ等の水生昆虫6 

類がみられます。 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

3)百間川 21 

百間川の河口部は、河口水門で締め切られた広大な湛水域が形成され、その上22 

流は緩やかな流れとなっています。湛水域では、冬場にヒドリガモ、オナガガモ23 

等のカモ類が観察されるほか、広大な開放水面をミサゴが採餌に利用しています。24 

魚類では緩流域を好むオイカワ、ミナミメダカ等が生息しています。また、湿性25 

地にはヒシモドキ、ガガブタ、オニバスといった水生植物が広範囲に生育してい26 

ます。 27 

河口部沖合に位置する高島干潟は、干潟を生息域とする特有の魚介類などが生28 

息しています。 29 

 30 

 31 

 32 

 33 

 34 

 35 

 36 

 37 

 38 

 39 

 40 

旭川中流地区 

 水際植生の周辺に生息するオヤニラミ 
環 RL ：絶滅危惧ⅠB類(EN) 
県 RDB：絶滅危惧Ⅱ類 
 

止水域に生育する 
オニバス 

環 RL ：絶滅危惧Ⅱ類(VU) 

県 RDB：絶滅危惧Ⅱ類 
 

湿性地に生育する 
ヒシモドキ 

環 RL ：絶滅危惧ⅠＢ類(EN) 
県 RDB：絶滅危惧Ⅰ類 

 

流れの少ないところを好むミナミメダカ
環 RL ：絶滅危惧Ⅱ類(VU) 

県 RDB：留意 
 

冬鳥として飛来するオナガガモ 
 

百間川（5k～9k付近） 

岡山

 

←
旭
川

 

◎ 14k   14k ◎  

◎ 13k  13k◎ 

◎  12k   

◎  9k   
◎   10k   

◎  11k   
12k◎  

11k ◎   
10k◎   

9k ◎   

中原橋  

←百間川  

中
原
川

 

◎ 7k   

◎ 6k   ◎ 8k 

7k ◎ 

8k ◎ 

◎  10k
◎ 11k 

6k ◎  

11k ◎ 

10k ◎   
9k ◎

米田橋 

←百間川

後楽園 ← 旭川

◎ 9k 
神下橋 

中川橋 

海吉橋 
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(2)動植物の生息・生育・繁殖環境に関する課題 1 

1)瀬・淵・ワンド・水際環境 2 

大臣管理区間には、干潟・ヨシ原、湧水・ワンド、中洲や水際の植生など多様3 

性に富んだ自然環境が各所に分布し、多様な生物の生息・生育・繁殖空間となっ4 

ています。 5 

旭川中流地区では、みお筋の固定化に伴い河道内の植生遷移・樹林化の進行や6 

外来種（オオキンケイギク、シナダレスズメガヤ等）の侵入と生育範囲の拡大が7 

懸念されています。 8 

また、河川整備にあたっては、瀬、淵、ワンド、 9 

アユの産卵場、水際等の多様な動植物の生息・生育・ 10 

繁殖環境に与える影響への配慮が必要です。 11 

百間川では、オニバス等の貴重な水生植物やカワ 12 

ヂシャ等の水際植生が生育する低水路の湿性地や、 13 

オオヨシキリ等の鳥類の繁殖地となるヨシ群落にお 14 

いて河川整備を実施する際は、生物の生息・生育・ 15 

繁殖環境にも配慮することが必要です。 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

 24 

 25 

 26 

 27 

 28 

 29 

 30 

 31 

 32 

 33 

 34 

 35 

 36 

 37 

 38 

 39 

 40 

41 

図 3.3.2 旭川・百間川における多様な自然環境 

②ワンド(旭川) 

④干潟・ヨシ原(旭川) 

①  

④  

③  

②  
 Ｎ 

旭
川
下
流
地
区 

旭
川
中
流
地
区 

百 

間 

川 

③低水路の湿性地(百間川)

①「瀬」と「れき」河原(旭川)
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2)魚類等の移動の連続性・産卵環境 1 

旭川に設置されている堰の中で、新地堰、新堰、旭川合同堰には魚道が設けら2 

れています。魚道が設置されていない固定堰もみられますが、堰上下流の落差が3 

小さい等の理由により魚道として機能している堰もあります。また、アユ産卵場4 

は分流部より上流に分布しています。 5 

アユ等の回遊魚を始めとする魚類等の遡上・産卵環境を確保するため、「河川6 

水辺の国勢調査」等により継続的に現状を把握する必要があります。 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

 24 

 25 

 26 

 27 

 28 

 29 

 30 

 31 

 32 

 33 

 34 

 35 

 36 

 37 

 38 

 39 

観測所No. 施設名 位置(km)

① 相生橋水位観測所 8.2

② 北方水位・流量観測所 10.9

③ 三野水位観測所 11.7

④ 中原水位観測所 12.2

⑤ 百間川水位観測所 10.7

⑥ 沖田水位観測所 0.2

施　設 魚道あり 魚道なし

堰・床固めなど

ダム

砂防施設

水位・流量観測所

対象魚種

遡上可能

遡上不可能

アユ

■

図 3.3.3 堰の遡上環境の調査結果 

旭川合同堰は、ゲート
転倒時には魚道の水量
が減り、遡上が可能で
あると考えられます
が、モニタリング等に
よる把握が必要です。

施設No. 施設名 位置(km)

1 新地堰 7.3

2 新堰 7.9

3 クラレ取水堰 10.8

4 乙井出堰 11.6

5 三挺樋井堰 11.7

6 六挺樋井堰 12.1

7 明星堰 12.3

8 清水堰 13.2

9 中井出井堰 15.5

10 カゴ井出堰 17.0

11 旭川合同堰 17.4

12 百間川河口水門 0.0

 
 
 
 
 
 
 
 
 
アユの産卵場（祇園の瀬）(15.3K 付近)

 
 
 
 
 
 
 
 
 
横断工作物：三挺樋井堰(11.7K 付近) 

（右岸側より撮影） 
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3.3.2 河川利用の現状と課題 1 

旭川は、室町時代には高瀬舟による舟運が始まったとされており、江戸時代に2 

は河口と上流の勝山を結ぶ航路が開かれ、高瀬舟が物資輸送の主役でした。 3 

現在では、水辺の自然環境、河川敷のオープンスペース等において、スポーツ、4 

自然散策、各種イベント等様々な目的で利用されるとともに、漁業も営まれてい5 

ます。 6 

旭川下流地区は、岡山後楽園周辺の岡山を象徴する水辺景観が形成されており、7 

東西中島地区周辺から岡山後楽園にかけての区間は、「岡山さくらカーニバル(旭8 

川さくらみち)」、「京橋朝市」など市民による河川利用が盛んに行われていま9 

す。 10 

旭川中流地区は、瀬淵や固定堰による湛水区間、中州の樹木等により多様な自11 

然環境が残された水辺が形成され、釣りやカヌー、自然散策等のレクリエーショ12 

ン等の場として多く利用されています。 13 

百間川は、野球場、ソフトボール、テニスコート等の各種スポーツ施設や芝生14 

広場等が河川敷に整備され、地域住民の憩いの場となっています。分流部付近は、15 

子どもの水辺として利用され、また、水生生物の観察などの体験学習で親しまれ16 

ており、河口付近は日本有数のボートコースとして各種大会が開催されています。 17 

 18 

(1)余暇利用 19 

河川敷にはテニスコート、サッカー場、多目的広場等の数多くのスポーツ施設20 

や公園が整備されており、これらの貴重なオープンスペースは多くの市民に利用21 

されています。 22 

また、旭川中流地区の牧
まき

石
いし

地区は、河川敷にグランド等がありスポーツ等の河23 

川利用が盛んな場所となっていますが、雑草や雑木が繁茂し水辺に近づく階段や24 

通路も無いため、安全に利用することができない状況です。 25 

 26 

 27 

 28 

 29 

 30 

 31 

 32 

 33 

 34 

 35 

 36 
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 1 

 2 

 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

 24 

 25 

 26 

 27 

 28 

【旭川】            【百間川】 29 

図 3.3.4 年間河川空間利用状況(平成 26 年度) 30 

 31 

32 

  河川管理用通路(旭川おしろみち)          京橋朝市 

百間川緑地ソフトボール場       市民レガッタ大会（百間川） 

出典:平成 26年度河川水辺の国勢調査河川空間利用実態調査 

水面 5%

水際

15%

高水敷

65%

堤防

15%

旭川の
年間利用者
（推計値）

37万人

水面 3%

水際

22%

高水敷

67%

堤防

8%

百間川の
年間利用者
（推計値）

53万人
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(2)環境教育 1 

流域内には、旭川をフィールドとした様々な住民団体が活動しており、それぞ2 

れが緊密な連携を図りながら、「旭川源流の碑」の建立や、子どもの水辺の活用、3 

行政との連携等による河川愛護の啓発活動や環境学習が継続的に行われていま4 

す。 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

 24 

 25 

 26 

 27 

(3)内水面漁業 28 

旭川の大臣管理区間には、京橋から上流と百間川の一部が対象となっている内29 

水面漁業、京橋下流から河口が対象となっている沿岸漁業が営まれています。内30 

水面漁業ではアユ、ウナギ、コイ、ハエ、フナ、ナマズ、モロコ、ボラ、スズキ、31 

モクズガニ、テナガエビ、スッポン等が、沿岸漁業ではエムシ、ヤマトシジミ、32 

アオノリ等が漁獲されています。 33 

 34 

(4)旭川かわまちづくり計画に基づいた取組 35 

岡山後楽園派川の左岸堤防には約 140 本のソメイヨシノが並木を形成し「旭川36 

さくらみち」と呼ばれ広く市民に親しまれています。 37 

このソメイヨシノは昭和 32 年に植樹された桜で、現在では岡山城、岡山後楽38 

園とそのほとりを流れる旭川とともに、岡山県の春を代表する名所として多くの39 

人々の憩いの場所となっています。 40 

「旭川源流の碑」の建立

子どもの水辺（一の荒手） 

「環境学習」 「かわ遊び」 
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しかし、植樹から 50 年以上が経過し、桜の衰弱や老木化の進行により、放置1 

しておけば全滅してしまう可能性もあったため、平成 19 年に岡山商工会議所が2 

中心となって「旭川さくらみちの桜を守る会」が結成され、地域の方々からの募3 

金により桜の延命治療が平成 19 年から３年間行われました。また、桜の衰弱や4 

老木化の進行により、回復の見込みがない桜についての植え替えや、「旭川さく5 

らみち」の桜の存続について要望活動が行われてきました。 6 

このような背景から、行政、経済団体、市民グループが連携して岡山後楽園周7 

辺の旭川を生かした都市空間づくりを考える「旭川かわまちづくり計画検討会8 

議」が平成 23 年 10 月に発足され、「旭川かわまちづくり計画」が作成されまし9 

た。この計画に基づき、「旭川さくらみち」を含む岡山後楽園周辺の河川空間を10 

生かした各種施策が、平成 26 年度より進められています。 11 

平成 29 年度には、「旭川さくらみち」について、国による堤防護岸整備や岡12 

山市が実施する歩行空間の整備等が完了し、桜の植え替え、保全が可能となりま13 

した。  14 

また、平成 29 年３月、平成 31 年３月には「旭川かわまちづくり計画」が変更15 

登録され、河川管理用通路(旭川おしろみち)の整備による回遊ルートの充実、水16 

辺・水面の利用に資する親水護岸の整備など、より一層の賑わい創出に向けた取17 

組が進められています。 18 

岡山後楽園と岡山城が連携した幻想庭園*・烏城灯源郷**の同時開催や石山公園19 

における定期的なイベントの開催等により、多くの市民に利用されています。 20 

 21 

 22 

 23 

 24 

 25 

 26 

 27 

 28 

 29 

 30 

 31 

 32 

 33 

 34 

 35 

 36 

 37 

 38 

 39 

 40 

41 

旭川さくらみち 桜の老木化状況 

桜の延命治療 旭川かわまちづくり計画検討会議 

* 幻想庭園： 

岡山後楽園の夜間特別開園のこと。庭園のライトアップや各種イベントが開催される。 

** 烏城灯源郷： 

「烏城」は黒漆塗りの板が取り付けられた外観の岡山城の別称。「灯源郷」では岡山城天守閣と

その周辺をライトアップするなど各種イベントが開催される。 
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3.3.3 景観の現状 1 

旭川下流地区の感潮区間には、川幅全体に水面が広がる景観とともに、ケレッ2 

プ水制やその周囲に形成されている干潟やヨシ原が広がり、旭川下流地区の特徴3 

的な景観となっています。 4 

岡山後楽園周辺は、岡山市が制定した景観条例に基づく景観重要公共施設（河5 

川）や風致地区*に指定されており、貴重な歴史的空間としての水辺景観が形成6 

されています。 7 

旭川上流地区は、瀬淵や固定堰による湛水区間、水際や中洲の樹木等がみられ、8 

多様な自然環境が残された景観となっています。 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

 24 

25 

旭川の流れと岡山城の 
調和した河川景観 

ケレップ水制周辺の干潟 

* 風致地区： 

都市の風致（樹林地、水辺地などで構成された良好な自然的景観）を維持するため、都市計画で定 

められる地区のこと。 



3.旭川の現状と課題 

 46

3.3.4 水質の現状と課題 1 

旭川水系の水質保全の目標となる水質汚濁に係る環境基準*の水域類型指定**2 

は、旭川の河口から乙
おと

井手
い て

堰
ぜき

までが B 類型、乙井手堰から上流が A 類型、百間川3 

は全域で C 類型に指定されています。 4 

 5 

表 3.3.2 旭川水系環境基準の類型指定 6 

水域の範囲 
類

型 

達成 

期間 
環境基準点 備考 

旭川上流（湯原ダムより上流） AA イ 湯原ダム S46.5.25 閣議決定 

旭川中流（湯原ダム～乙井手堰まで） A イ 落合大橋、乙井手堰     〃 

旭川下流（乙井手堰下流） B ロ 桜橋     〃 

百間川（全域） C ハ 清内橋     〃 

砂川（全域） B ロ 新橋 S51.4.23（岡山県告示第 365 号）

新庄川（全域） A イ 大久奈橋 S53.4.18（岡山県告示第 332 号）

注）達成期間の区分 イ：直ちに達成 7 
          ロ：５年以内に可及的速やかに達成 8 
          ハ：５年を超える期間で可及的速やかに達成 9 
 10 
 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

 24 

 25 

 26 

 27 

 28 

 29 

 30 

 31 

 32 

33 

 
* 水質汚濁に係る環境基準： 

環境基本法（第 16 条）に基づき、人の健康の保護及び生活環境の保全を行う上で維持されることが望
ましい基準として定められたもの。水域類型ごとに基準値が定められており、政府又は都道府県知事が
具体的な個々の水域の類型を決定する。 

** 水域類型指定： 
環境基準で定めた類型を水域で指定すること。 

AA 類型：BOD１mg/ℓ 以下  B 類型：BOD３mg/ℓ 以下 
A類型 ：BOD２mg/ℓ 以下  C 類型：BOD５mg/ℓ 以下 

凡 例 

：環境基準点 
：水質観測点 
：河川 AA類型 
：河川 A類型 
：河川 B類型 
：河川 C類型 

図 3.3.5 旭川水系の環境基準の類型指定状況

野田橋
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寺
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目
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川 

児島湾 

大久奈橋

間瀬橋
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（湯原ダムより上流） 

旭川中流 
（湯原ダム～乙井手堰まで） 

旭川下流 
（乙井手堰下流） 
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旭川・百間川の水質は、旭川から百間川への導水等により、水質汚濁の代表指1 

標である BOD***から見ると、近年は環境基準を概ね満足しています。今後も、関2 

係自治体や地域住民とともに水質を維持していく必要があります。 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

 24 

 25 

 26 

 27 

 28 

 29 

 30 

 31 

 32 

 33 

 34 

 35 

 36 

 37 

 38 

39 

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

H15 H17 H19 H21 H23 H25 H27 H29

B
O
D
7
5%
値

（
mg
/
L
）

百間川 清内橋地点（類型指定C：5.0mg/L）

環境基準（C類型）5.0mg/L以下

*** BOD： 
生物化学的酸素要求量。水の汚れ具合いを数値で表したもので、汚濁が進むほど数値が高くなる。 
また、BOD75%値とは、年間を通して４分の３の日数はその値を超えない BOD 値を表すもので、BOD の 

環境基準に対する適合性の判断を行う際に用いられる。 

乙井手堰地点（旭川） 

図 3.3.6 旭川・百間川の水質経年変化 
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3.4 維持管理に関する現状と課題 1 

河川維持管理は災害発生の防止・軽減、河川の適正な利用、流水の正常な機能2 

の維持及び河川環境保全の観点から、河川の有する多様な機能を十分に発揮でき3 

るよう河川や地域の特性を反映した河川維持管理計画に基づき、適切に維持管理4 

を行う必要があります。 5 

旭川においては河川巡視、河川管理施設の点検、河道断面等の測量、雨量・水6 

位・水質の観測等によって、日常から河道、河川管理施設等の状況の把握に努め7 

計画的、効果的かつ効率的な維持管理を実施しています。 8 

 9 

(1)河道及び河川管理施設等の維持管理 10 

1)河道の維持管理 11 

旭川下流地区は、河床高は概ね安定しており、河道内土砂の堆積や樹林化はみ12 

られませんが、ケレップ水制が位置する区間の右岸側の一部に河床が深掘れして13 

いる箇所がみられます。 14 

旭川中流地区は、みお筋が固定化され中州が発達し、れき河原が減少する傾向15 

にあることから、樹木が繁茂することによる流下能力の低下に注意する必要があ16 

ります。 17 

百間川は、河道掘削等により、計画高水流量が安全に流下可能な断面が確保さ18 

れていますが、樹木が繁茂することによる流下能力の低下に注意する必要があり19 

ます。 20 

樹木の増加は、洪水時に水位の上昇の要因となり、重大な災害を招く原因とな21 

るおそれがあります。また、河川巡視の視界を妨げ河川管理の支障となるととも22 

に、ゴミ等が樹木にかかることで、景観の悪化も懸念され、不法投棄を助長する23 

可能性もあります。 24 

 25 

 26 

 27 

 28 

 29 

 30 

 31 

 32 

 33 

 34 

 35 

2)分流機能の維持管理 36 

分流部の一連の工事は令和元年に完成しました。一の荒手の適正な分流量を維37 

持するためには、分流部付近の旭川本川河道を適切に維持する必要があり、縦横38 

断測量等の調査を実施し、河道状況の継続的なモニタリングを実施することが重39 

要です。 40 

41 

図3.4.1 旭川における河道内樹木の状況 

出典：河川水辺の国勢調査 旭川中流地区の樹木繁茂状況 

 

←旭川

◎15k15k◎

◎16km
16k ◎

◎
17k

◎17k

大原橋
大臣管理区間

合同用水堰

山陽自動車道

中原橋

◎14k14k◎

◎13k
13k◎

新
大
原
橋



3.旭川の現状と課題 

 

 49 

3)河川管理施設の維持管理 1 

堤防や護岸等の河川管理施設*については河川巡視・点検を実施し、必要に応じ2 

て補修しています。令和元年５月末現在、大臣管理区間において管理している河3 

川管理施設の施設数は、48 施設となっています。 4 

 5 

表 3.4.1 河川管理施設の施設数量（令和元年５月末現在） 6 

河川名 堤防（延長） 堰 水門 排水機場 樋門・樋管 施設数計 

旭川 34.2km 0 0 2 12 14

百間川 28.2km 1 2 2 29 34

計 62.4km 1 2 4 41 48

 7 

 8 

 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

旭川は、大正 15 年から直轄改修事業に着手し、整備を進めてきました。その18 

ため建設から長期間経過し、河口部では干満等による護岸内部の空洞化や損傷が19 

顕著になっています。また、出水による堤防法面の侵食や樋門等の老朽化が確認20 

されています。 21 

４箇所設置している排水機場のうち２箇所は完成から約 40 年が、百間川河口22 

水門(昭和水門)は完成から約 50 年がそれぞれ経過しており、老朽化が進んでい23 

ます。 24 

今後、維持管理費の増大が見込まれるため、施設の長寿命化や生産性向上を図25 

るための新技術の導入を含めたトータルコストの縮減が重要な課題となってい26 

ます。 27 

 28 

 29 

 30 

 31 

 32 

 33 

 34 

 35 

堤防点検の実施状況 

河口部の護岸状況 百間川河口水門(昭和水門)は完成後約50年が経過 

* 河川管理施設： 

河川管理者が管理する水門、堤防、護岸、床止めなどで、河川の流量や水位を安定させたり、洪水

による被害防止などの機能を持つ施設のこと。 

排水機場(庄内川排水機場) 

隙間から吸い出しが
起こっている 

主ゲートローラーの
腐食・損傷状況 
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～ 岡山城跡 ～ 1 
岡山市街地を流れる旭川の治水事業は、江戸時代初期にさかのぼる歴史的経緯をもち、その起源は、文禄 3 年2 

（1594 年）宇喜多
う き た

秀家
ひでいえ

が岡山城天守閣を築城する際、岡山城の防備のため、城を包囲するように旭川を付け替えた3 
事によるもので、現在でも岡山城の外堀が旭川の護岸の役割を担っています。 4 

旭川をはさんだ本丸跡と岡山後楽園の一体は城郭の旧状をとどめていることから、歴史上又は学術上価値が高く国5 
の文化財として史跡に指定されている重要な施設となっています。 6 

 7 
 8 
 9 
 10 
 11 
 12 
 13 
 14 
 15 
 16 
 17 
 18 
 19 

 20 

4)許可工作物 21 

河川には河川管理施設とは別に橋梁や取水のための堰などの許可工作物*が多22 

数設置されています。これらは市民生活、産業活動等に必要不可欠な機能を有し23 

ていますが、設置後 30 年以上を経過した工作物が多くなっています。また、洪24 

水時には局所的な深掘れ等により、施設本体はもとより河川管理施設に悪影響を25 

与える場合もあります。 26 

このため、これらの施設についても治水上悪影響をおよぼさないよう、維持管27 

理の状態を監視し、必要に応じて許可工作物の管理者への指導を行っています。 28 

 29 

 30 

 31 

5)旭川さくらみち 32 

岡山後楽園派川の左岸堤防には昭和 32 年に植33 

樹された約 140 本のソメイヨシノが並木を形成34 

し「旭川さくらみち」と呼ばれ親しまれていま 35 

す。「旭川かわまちづくり計画」に基づき、堤防36 

護岸工事を含む、一連の工事が平成 29 年度に完37 

成し、岡山市により桜の植え替え、管理等が計画38 

的に実施されます。 39 

40 

* 許可工作物：河川法の許可を受けて設置される工作物のことで、橋や取水堰などがある。 

旭川 

岡山城
旭川

岡山城
旭川

岡山城本丸全景（復元模型） 

出典：岡山シティミュージアム 
岡山城と旭川 

遊歩道の整備 
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(2)危機管理 1 

旭川では、甚大な被害をもたらした昭和９年９月洪水(室戸台風)以降、旭川や2 

百間川の河川改修、旭川・湯原ダム等の中上流部のダム完成など、一連の治水対3 

策により大臣管理区間では、堤防の決壊による氾濫は発生していませんが、全国4 

的にみると、平成 27 年９月関東・東北豪雨による鬼怒川の堤防決壊や平成 30 年5 

７月豪雨による小田川の堤防決壊等により氾濫が発生し、多数の逃げ遅れが発生6 

しています。 7 

また、平成 30 年７月豪雨の際には、岡山市内で約 692,000 人を対象として、8 

避難勧告・避難指示が発令されましたが、避難した住民はその１％未満にとどま9 

りました。 10 

このように、ハザードマップ等のリスク情報が住民の避難行動に繋がっていな11 

い等の課題が明らかとなっています。 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

 20 

 21 

 22 

 23 

 24 

 25 

 26 

 27 

(3)外来種 28 

旭川には、外来種として、植物のオオキンケイギクやシナダレスズメガヤ、魚29 

類のオオクチバスやブルーギル、タイリクバラタナゴなどが確認されています。30 

外来種により在来種が駆逐され、生態系のバランスの崩壊などの悪影響を与える31 

ことが懸念されます。 32 

 33 

 34 

 35 

 36 

 37 

 38 

 39 
オオキンケイギク シナダレスズメガヤ 

図 3.4.2 岡山市洪水ハザードマップ 

ホットラインによる自治体への情報伝達状況 
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(4)河川空間の管理 1 

河川区域の施設占用者に対し、施設の損傷、草本の繁茂により利用に支障をき2 

たす場合があるため、施設及びその周辺の点検を行い占用施設が適正に利用でき3 

るよう指導しています。 4 

旭川では、河川敷の河川公園等の利用者が多いことから、安全確保のため、河5 

川情報の提供、危険箇所への看板設置等により、河川空間が安全に利用されるよ6 

う努めています。水辺や水面等の事故防止のために、安全利用点検を所轄の警察7 

署や消防署及び岡山河川サポーター*と共同で行い、危険箇所を把握するととも8 

に必要な措置をとっています。 9 

 10 

 11 

 12 

 13 

 14 

 15 

 16 

 17 

 18 

 19 

(5)不法行為 20 

旭川の沿川には岡山城や岡山後楽園等の観光施設やスポーツ公園が存在し、河21 

川敷の利用が盛んな河川です。一方で、プレジャーボート等の不法係留やゴミ等22 

の不法投棄等の不法行為により、護岸の損傷や洪水の安全な流下の妨げ、河川環23 

境及び景観の悪化が懸念されます。 24 

 25 

 26 

 27 

 28 

 29 

 30 

 31 

 32 

 33 

 34 

 35 

 36 

 37 

 38 

 39 

 40 

河川巡視 ＣＣＴＶによる監視 共同安全利用点検 

ゴミ等の不法投棄 船舶の不法係留

図 3.4.3 河川巡視中に確認されたゴミ等の不法投棄件数（平成 30年度実績） 

旭川 百間川

* 河川サポーター：日常生活の中で気づいた河川に関する

情報を河川管理者に伝えるボランティア
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(6)水質調査 1 

旭川水系では、水質汚濁防止法に基づき岡山県が定める「公共用水域及び地下2 

水の水質測定計画」に基づき 10 水域 22 地点(測定機関：国土交通省(４地点),3 

岡山県(10 地点),岡山市(８地点))で調査を実施しています。大臣管理区間の環4 

境基準点(３地点)における BOD75%値は、環境基準値を概ね満足しており、良好5 

な水質が維持されています。 6 

また、百間川への導水施設等の機能状況も把握し、その維持管理に努めていま7 

す。 8 

 9 

(7)地域との連携 10 

旭川・百間川では、地域住民・市民団体によるボランティア清掃等が行われて11 

います。河川内樹木伐開では、伐採木の希望者への提供、公募による伐採も行う12 

など、地域の方々の協力を得ながら河道維持及び河川環境の保全に努めています。 13 

また、河川愛護の普及啓発及び河川の適正な維持管理を行うため、岡山河川サ14 

ポーターの公募を行い、地域の方々と連携し、ゴミ等の不法投棄、河川管理施設15 

等の変状などの情報収集を行うとともに、地域住民等による河川清掃や水質調査16 

などの各種活動も活発に行われています。 17 

平成 25 年６月の河川法の改正により、自発的に河川の維持、河川環境の保全18 

等に関する活動を行う民間団体等を支援する「河川協力団体制度」が創設され、19 

旭川水系では令和元年５月末現在、１団体が指定を受けています。 20 

 21 

 22 

 23 

 24 

 25 

 26 

 27 

 28 

 29 

 30 

 31 

公募伐採状況 ボランティア清掃 


